
品質管理実施状況説明書Ａ
品質管理実施状況説明書Aは、次の表に掲げる書類で構成されています。各書類の様式に従い所要事項を御記入の上、御提出ください。
	書類の内容
	様　式

	１．作成者（品質管理責任者）、鉱工業品の名称、工場の名称等
	様式１

	２．製造工場周辺の地図（最寄駅からの地図）
	様式２

	３．工場内の配置図
	様式３

	４．製造工場（含む企業全体）の組織図、品質管理責任者及び

品質管理委員会
	様式４

	５．責任と権限に関する事項（品質管理責任者を含む）
	様式５

	６．品質管理体制に関する事項
6.1 製造工程の概要図
	様式6-1

	6.2 主要原材料の管理の概要
	様式6-2

	6.3 工程中における品質管理状況の概要
	様式6-3

	6.4 製品の品質特性の概要
	様式6-4

	6.5主要製造設備の管理の概要
	様式6-5

	6.6 主要試験・検査設備の管理の概要
	様式6-6

	6.7 外注管理の概要
	様式6-7

	6.8 苦情処理の手順と概要
	様式6-8

	6.9 製品に係る社内規格一覧表
	様式6-9

	6.10 該当製品の品質記録の一覧表及び保管期限
	様式6-10

	6.11 統計的手法の活用手順と当該製品に係るデータ
	様式6-11

	７．製品の表示に関する事項
	様式７

	８．品質管理責任者に関する事項
	様式８

	９．品質管理の組織的運営
	様式９


（備考）複数の製造工場がある場合には、工場毎に作成してください。
品質管理実施状況説明書A
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（作成日）
１．作成者（品質管理責任者）、鉱工業品の名称、工場の名称等
(１) 作成者（品質管理責任者）

会社名 ： 

住　所 ： 〒

部　署 ： 

氏　名 ： 

（TEL）                          （E-mail）
(２) 対象となる全ての鉱工業品の名称

①JIS番号  ： JIS C 

名　　称  ： 

区分（種類） ：

②JIS番号  ： JIS C 

名　　称  ： 

区分（種類） ：

③JIS番号  ： JIS C 

名　　称  ： 

区分（種類） ：

(３) 工場の名称等
名称  ： 

住所  ： 〒 

部署  ： 

連絡担当者名 ： 

（TEL）                          （E-mail）
２．製造工場周辺の地図（最寄駅からの地図）
（備考）最寄駅から工場までの道順案内図には、目標となる建物等を記入すると共に、所要時間や距離を記入してください。

　　　　
３．工場内の配置図
（備考）工場内の配置図は、事務所、倉庫、製造現場（主要な設備の配置を含む）などを記入してください。

　　　　
４．製造工場（含む企業全体）の組織図、品質管理責任者及び品質管理委員会
（備考）
1. 組織図は、工場長から担当係まで具体的に表示し、各部署の人員を記入してください。

2. 本社と工場が分かれている場合には、本社と工場の関係を記入してください。

3. 品質管理責任者や品質に関する委員会の位置付けを記入してください。
５．責任と権限に関する事項（品質管理責任者を含む）
	役職名・部署名
	主な責任・権限

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	



（備考）
1. 品質管理責任者を含む各部署長の主要な責任と権限を記入してください。

2. 品質管理責任者については、「品質管理体制の基準」５．ロを参照してください。

　　　　　
６．品質管理体制に関する事項
6.1 製造工程の概要図
（備考）
1. 規格ごとに、資材の入荷から製品の出荷に至るまでの各工程をJIS Z 8206の記号を用いて表示し、工程名を記入してください。

2. 6.3項「工程中における品質管理状況の概要」と関連付けて記入してください。

3. 外注している工程も記入してください。
6.2 主要原材料の管理の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式6-2
	原材料名
（製造業者名）
	原材料の品質
	受入検査方法
	保管方法
	JIS番号

	
	
	
	
	


（備考）
1.「原材料名」の欄は、社内規格に規定している原材料・部品及び副資材を記入し、括弧書きで当該原材料の製造業者（銘柄でもよい。）を記入してください。なお、品目別審査事項に規定する原材料は、必ず記入してください。
2. 「原材料の品質」の欄は、原材料ごとに社内規格に規定している品質項目及び規定値を記入してください。同一の原材料で種類が多い場合には、代表的なものを記入していただけば結構です。なお、品目別審査事項に規定する品質項目のうち、社内規格に規定していない品質項目については、該当する品質項目と規定していない理由を記入してください。
3.「受入検査方法」の欄は、原材料ごとにその方法（全数検査又は抜取検査の別。また、抜取検査の場合は、ロットの大きさ（N）、サンプルの大きさ（n）、ロット判定基準、不合格ロットの処理等）を記入してください。
4.「保管方法」の欄は、原材料ごとに社内規格で規定している保管方法について記入してください。
5.「JIS番号」の欄は、左記原材料を使用する鉱工業品のJISを特定できるように記入してください。例：全規格、JIS C ○○○○ JIS C ○○○○、JIS C ○○○○等。
6.3 工程中における品質管理状況の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式6-3
	工程名
	管理項目及び品質特性
	管理方法及び検査方法
	不良品や不合格ロットの処置

	
	
	
	


（備考）
1.各鉱工業品の品質管理状況が分かるように記入してください。
2.「工程名」の欄は、社内規格に規定している工程を記入してください。なお、品目別審査事項に規定する工程は、必ず記入してください。但し、品目別審査事項に規定している工程のうち、まとめて一つの工程としている場合には、工程名の下に括弧書きで品目別審査事項の工程名を記入してください。工程の一部を外注工場で行っている場合には、外 として工程名の前に記入してください。
3.「管理項目及び品質特性」の欄は、社内規格に規定している管理項目及び品質特性及びその規定値等を記入してください。なお、品目別審査事項に規定する管理項目及び品質特性のうち、社内規格に規定していない管理項目及び品質特性については、該当する項目と規定していない理由を記入してください。
4.「管理方法及び検査方法」の欄は、社内規格で規定している管理方法及び検査方法について記入する。なお、品目別審査事項に規定がある管理方法及び検査方法は、必ず記入してください。また、管理方法は、管理項目ごとに管理の頻度・時期・サンプルの大きさ、管理図の種類等を記入する。検査方法は、品質特性ごとに全数検査又は抜取検査の別（抜取検査の場合は、ロットの大きさ（N）、サンプルの大きさ(n)、ロット判定基準、不合格ロットの処理等）を記入してください。
6.4 製品の品質特性の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  様式6-4

①JIS番号：JIS C　　　　　　　名称：
	品質特性
	製品規格
	検査方法

	
	
	


②JIS番号：JIS C　　　　　　　名称：
	品質特性
	製品規格
	検査方法

	
	
	


③JIS番号：JIS C　　　　　　　名称：
	品質特性
	製品規格
	検査方法

	
	
	


（備考）
1.「品質特性」の欄は、社内規格に規定している品質特性を記入してください。なお、JECTECが定めた品目別審査事項に規定する品質特性は、必ず記入してください。
2.「製品規格」の欄は、品質特性ごとに社内規格に規定している規格値を記入してください。但し、種類が多い場合には、代表的な種類について記入すればよい。
3.「検査方法」の欄は、品質特性ごとに社内規格で規定している検査方法（全数検査又は抜取検査の別。また、抜取検査の場合は、ロットの大きさ(N)、サンプルの大きさ (n)、ロット判定基準、不合格ロットの処理等）について記入してください。なお、品目別審査事項に規定がある検査方法は、必ず記入してください。
6.5  主要製造設備の管理の概要 （附属設備・治具を含む）　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式6-5
	主要製造設備の名称
（形式）
	台数
	公称能力
（容量・精度等）
	設備管理
	JIS番号

	
	
	
	点検又は検査の箇所・項目
	点検又は検査の周期
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


（備考）
1.「主要設備の名称」の欄は、使用している製造設備のうち、社内規格で設備管理を規定している製造設備を事項に規定しているものをニつ以上兼用している場合には、主要製造設備の下に括弧書きで、それらの名称を記入してください。主要製造設備が外注工場にある場合には、外 として設備の名称の前に記入してください。また、品目別審査事項に規定する製造設備のうち、保有していない製造設備については、該当する製造設備と保有していない理由を記入してください。
2.「設備管理」の欄は、主要製造設備ごとに社内規格に規定している点検又は検査の箇所・項目及び周期を記入してください。なお、点検記入してください。なお、品目別審査事項に規定する製造設備は、必ず記入してください。但し、品目別審査
又は検査を外部に依頼している場合には、点検又は検査の箇所・項目の下に括弧書きで依頼先の名称を記入してください。
3.「JIS番号」の欄は、左記設備を使用する鉱工業品のJISを特定できるように記入してください。例：全規格、JIS C ○○○○ JIS C ○○○○、JIS C ○○○○等。
6.6 主要試験・検査設備の管理の概要 （試験・検査器具及び測定器具を含む）　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式6-6
	主要試験・検査設備の名称

（形式）
	台数
	公称能力
（容量・精度等）
	設備管理
	JIS番号

	
	
	
	点検又は検査の箇所・項目
	点検又は検査の周期
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


（備考）
1.「主要試験・検査設備の名称」の欄は、使用している試験・検査設備のうち、社内規格で設備管理を規定している試験・検査設備を記入してください。なお、JECTECが定めた品目別審査事項に規定する試験・検査設備は、必ず記入してください。但し、品目別審査事項に規定しているものをニつ以上兼用している場合には、主要製造設備の下に括弧書きで、それらの名称を記入してください。主要試験・検査設備が外注工場にある場合には、外 として設備の名称の前に記入してください。また、品目別審査事項に規定する検査設備のうち、保有していない検査設備については、該当する検査設備と保有していない理由を記入してください。
2.「設備管理」の欄は、主要試験・検査設備ごとに社内規格に規定している点検又は検査の箇所・項目及び周期を記入してください。なお、点検又は検査を外部に依頼している場合には、点検又は検査の箇所・項目の下に括弧書きで依頼先の名称を記入してください。
3.「JIS番号」の欄は、左記設備を使用する鉱工業品のJISを特定できるように記入してください。例：全規格、JIS C ○○○○ JIS C ○○○○、JIS C ○○○○等。
6.7 外注管理の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            　 様式6-7
	外注状況
	外注管理
	JIS番号

	工程又は試験・検査項目
	外注率

（％）
	外注先
（名称及び住所）
	管理項目及び品質特性
	管理方法及び検査方法
	

	
	
	
	
	
	


（備考）
1. 製品の製造工程の一部について加工品質、加工条件等の仕様を示して他の業者に加工を依頼している場合及び製品の品質の試験・検査を他に依頼している場合に、その状況について記入してください。
2.「外注率」の欄は、認証に係る工場又は事業場及び外注先における当該工程の加工の合計に対する外注先における当該工程の加工の割合を記入してください。なお、試験・検査については、外注率の欄は記入しなくてもよい。
3.「外注管理」の欄は、次のとおり記入してください。
(a) 製造工程の一部及びその工程に付帯する管理について、他の業者に加工を依頼している場合
(1)「管理項目及び品質特性」の欄は、その工程における管理項目（加工条件）及び品質特性（加工品質）並びにそれらの規定値等を記入してください。
(2)「管理方法及び検査方法」の欄は、管理項目及び品質特性に対応する管理方法及び検査方法を記入してください。なお、管理方法及び検査方法の実施状況の確認方法についても記入してください。
(b) 製品の試験・検査を他に依頼している場合
(1)「管理項目及び品質特性」の欄は、試験・検査の項目を記入してください。
(2)「管理方法及び検査方法」の欄は、試験・検査を依頼する周期及びサンプリング数を記入してください。
4.「JIS番号」の欄は、左記外注を行っている鉱工業品のJISを特定できるように記入してください。例：全規格、JIS C ○○○○ JIS C ○○○○、JIS C ○○○○等
6.8 苦情処理の手順と概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式6-8
	苦情処理のフロー図
	処理手順

	
	


（備考）「苦情処理のフロー図」の欄は、社内規定に規定している苦情処理フロー図（系統図）を記入してください。
　
6.9 製品に係る社内規格一覧表
（備考）
1. 会社の社内規格（規定類）の体系を記入してください。

2. また、当該製品の社内規格（規定、仕様書、作業標準、指示書等）を一覧表にして記入してください。
6.10 当該製品の品質記録の一覧表及び保管期限
（備考）社内で規定している品質記録について、その一覧表と保管期限を記入してください。

6.11 統計的手法の活用手順と当該製品に係るデータ
①JIS番号：JIS C　　　　　名称：
②JIS番号：JIS C　　　　　名称：

③JIS番号：JIS C　　　　　名称：

（備考）
1. 当該製品の管理に利用している統計データ（品質管理用、工程管理用）の作成手順の概要を記入してください。
2. 1規格につき少なくとも1つの特性について、具体的に作成した統計データ（類似のものでもよい）で、過去6ケ月のものを記入してください。
6.11a 製造実績

①JIS番号：JIS C　　　　　名称：

②JIS番号：JIS C　　　　　名称：

③JIS番号：JIS C　　　　　名称：

（備考）初回審査の場合は、6ヶ月分の月別製造実績を記載してください。定期審査の場合は、過去3年分の製造実績（月別あるいは年別）を記載してください。
７．製品の表示に関する事項
7.1 JISマークの表示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　様式７
	日本産業規格の番号
名称及び種類
	表示を付す
製品の単位
	表示場所
	表示の方法
	表示事項

	
	
	
	
	


（備考）
1. 該当JIS、省令及び品目別審査事項で表示すべきものとして定める事項について、認証を受けた場合に製品又は包装・容器若しくは送り状に付す内容を具体的に記入してください。
2.「表示を付す製品の単位」の欄は、“１製品ごと”、“１包装ごと”等表示を付す単位を記入してください。
3.「表示場所」の欄は、“電線の表面”、“包装表面”等表示を付す場所を記入してください。
4.「表示の方法」の欄は、“印刷する”、“押印する”等表示を付す方法を記入してください。
5.「表示事項」の欄は、JISマーク、認証番号、製造年、名称、JISの種類等表示する事項をあげ、かつ、その内容を記入してください。この場合、“JISマーク直径10mm”、“製造業者名：○○株式会社”のように表示事項及び付記事項を対応させて記入してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式７
7.2 JISマーク誤表示防止の方法　
以下の項目について、工場審査の際に確認させていただきます（申請者が記入する必要はありません。）
	確認内容

	認証対象外の製品の有無等の確認

	認証対象製品の表示に係る社内規格と認証対象外の製品にかかる社内規格（作成されている場合）で表示が適切に行われていることの確認

	表示工程において、認証対象製品と認証対象外の製品の物理的あるいはシステム的分離の確認

	検査工程（出荷承認含む）において認証対象製品の表示検査が適切に行われていること、また、認証対象外の製品にJIS表示が誤ってなされないことの検査がされていることの確認

	誤表示の実例の有無及び（ある場合は）それに対する是正措置の内容の確認、また、
品質管理責任者が、製品へのJIS表示を適切に管理している（誤使用の未然防止を含む）ことの確認

	就業者に対する適切な表示（誤表示防止含む）に関する教育訓練の実施状況の


８．品質管理責任者に関する事項
	事　　　  項
	内　　　　　　　容

	(1) 
	（ふりがな）
氏　　  名
	（姓）　　　　　　　　　　（名）

	(2)  生年月日
	（西暦）　　　　　　　年　　　   月　　　   日

	(3)  職　　  名
	

	(4)  最終学歴
	

	(5)  製品の製造に必要な技術に関する実務経験

企   業   名

所属部署
期    間

（通算経験年数　　 　年）

	(6)  標準化及び品質管理に関する実務経験

企   業   名

所属部署
期    間

                                                             （通算経験年数　　　 年）

	(7)  標準化及び品質管理に関する専門知識の修得状況

イ．大学、短期大学又は高等専門学校において履修

学　 校　 名

学部学科名
卒業年

履修科目名
ロ．講習会の課程を修了

講習会等実施機関名
受講期間
講習会（コース）名

ハ．その他の方法で修得

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


（備考）
1. (5)及び(6)の経歴は、申請した企業に限らず他の企業における経歴も含めた実務経験及び通算経験年数を記入してください。
2. (7)の履修科目名は、品質管理に関する科目名のみを記入してください。
　９．品質管理の組織的運営
	経営方針 （品質方針、目標）
	周知徹底の方法

	
	

	教育訓練の計画
	教育訓練の実施

	
	


（備考）
1. 品質管理体制の運営にあたり、社内標準化及び品質管理の推進が経営方針として確立され、どのように周知されているかを記入してください。

2. 該当製品に係る要員に対する教育・訓練の計画や実施方法を具体的に記入してください。
別紙2
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様式6-9
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